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【評価意見】 

 シンチレータと光電子増倍管を検出器とする従来のＰＥＴに対し、世界に先駆けて

1 mmの空間分解能を有する半導体ＰＥＴを開発し、実用化した成果は、高く評価され

る。この小動物用ＰＥＴからヒト用３次元半導体ＰＥＴが開発され、その後の実用化

につながっていることの意義は大きい。また、この開発研究及び開発装置を利用した

研究成果は適切に公表され、引用回数も比較的多く、国内外の学界及び各応用分野へ

の貢献が認められる。 

 東日本大震災の被害を経ても臨床応用への努力が継続されていること、及び開発技

術が原発事故後の放射線汚染測定器に役立ったことも、特筆される。 

本研究で開発された小動物用ＰＥＴは商品化され、いくつかの研究機関で分子イメ

ージングなどに活用されている。さらに、研究に参画した若手研究者 12 名が、研究終

了後も関連研究分野で研究を後継し活躍していることなどから、本特別推進研究の成

果が適切に社会還元されていると評価できる。 

 


